
2023_0927「エノコログサの大群落（写真）」日々の理科 3338号

お茶の水女子大学 サイエンス＆エデュケーション研究所 田中 千尋

・

附属小学校から私の研究所がある「アカデミックプロダクション棟」へ向かう途中に、大学本館、大学講堂の

中庭を通ります。春には「シダレザクラ」が美しいところです。今は「エノコログサ」が「収穫期」を迎えてい

ます。

エノコログサは、子どもたちにとっては「ネコジャラシ」と呼んだほうが馴染みがあるでしょう。先日も私の

研究室の前を、ナーサリーや子ども園の子どもたちが通りかかったので、エノコログサの穂を使った遊びを教え

てあげました。

それにしてもこの講堂中庭のエノコログサは「大群落」と呼んでも良い繁茂ぶりです。せっかくこんなにある

のですから、大学構内にある、ナーサーリー、子ども園、附属幼稚園、附属小学校の子どもたちには是非来ても

らって「収穫」してほしいと思いました。

（2023年 9月下旬／文京区・お茶の水女子大学構内）


